
報道各位

人口減少が進む中、デジタルの力で誰もが豊かに暮らし続けることのできる地域をつくる「スマート

シティ」の取り組みが全国各地で広がりつつあります。

このスマートシティの取り組みを県全域へ広げるため、兵庫県は、ＩＣＴとデータを駆使し、新しい形で

社会課題を解決するモデルをつくる事業を始めます。

地域が抱える課題は幅広く、多様な主体の連携・協働が不可欠です。 県とモデル地区(※)が共に取

り組む「ひょうごスマートシティ・チャレンジ」にご参加いただき、実証実験を行っていただける事業者

を募集します。

※モデル地区：三田市、加古川市、三木市、加西市、姫路市、養父市の６市

令和５年９月1日

兵庫県

ICTとデータを駆使して社会課題の解決に取り組む

「ひょうごスマートシティ・チャレンジ」実証事業者募集

１ 募集対象

ICTとデータを活用し課題解決を目指す民間事業者

・スタートアップはもちろんのこと、中小企業、大企業、NPO法人など、規模や法人格は問いません。

・複数社連携しての応募も可能です。ただし、その場合は、代表幹事を決めてご応募ください。

２ 募集内容

モデル地区６市が抱える地域課題、行政課題に対して、技術やノウハウを持った民間事業者から、

県内他地域への横展開を視野に入れた解決策を広く募集します。

提案内容を審査のうえ、選定した実証プロジェクトに対しては実証費用の一部を負担します。

詳しくは、「７ ひょうごスマートシティ・チャレンジ専用サイト」（以下、「専用サイト」）をご覧ください。

※姫路市については課題調整中です。決定次第、サイトに公開します。

姫路市
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『100年先も誇りをもって暮らせるまち』をめざ

し、QOLの向上、健康データを用いた高血

圧症に係るデータ分析による未病予防に

チャレンジ！！
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専用サイトの応募フォームからお申し込みください。

上記に記載のない事項については、専用サイトをご覧ください。

https://hyogo-smartcity-challenge.jp

兵庫県 企画部 情報政策課 スマートシティ推進班

TEL：（代表）078-341-7711（内 2314） （直通）078-362-9013

E-mail：johoseisaku@pref.hyogo.lg.jp

３ 支援内容

４ 申請方法

・実証にかかる実証プロジェクト経費の支払 1件あたり最大200万円（税込み）

・実証に必要なフィールドや団体の調整

・広報PR 等

【1次募集】 募集期間：2023年9月1日～9月10日

【2次募集】 募集期間：2023年9月中旬～9月下旬

※1次募集で事業者が決定した場合は2次募集は行いません。

※2次募集の期間はテーマごとに設定します。

※詳しくは専用サイトの各テーマのページをご覧ください。

６ 応募スケジュール

５ 選考方法

審査は、書類審査・最終審査の2段階で実施します。

選考基準等については、専用サイトをご覧ください。

７ ひょうごスマートシティ・チャレンジ専用サイト

本件に関する問い合わせ先

（参考）兵庫県におけるスマートシティ推進の取り組み

県では、令和４年度よりスマートシティモデル事業を実施しています。

令和５年度は、「ひょうごスマートシティ・チャレンジ」のほか、スマートシティに関する県と市町の情報

共有・協議の場として「ひょうごスマートシティ推進検討会」を立ち上げ、県全域でのスマートシティ推

進の機運を高めてまいります。

「ひょうごスマートシティ推進検討会」

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk26/smartcity_suishin.html


